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　一般 的に「麻痺」は,運 動麻痺 と知覚麻痺に大別
される。いずれ も診断は難 しいが,客 観的に捉え
られる運動麻痺に比べ,自 覚症状のみが訴 えとな
る知覚麻痺は,特 に苦労することが多い。 しか し









　一方,患 者か らの訴 えを中立的な立場で正確か
つ定量的に評価 し,医療従事者 と患者 との問に平
等な感覚異常の評価 を提示することも我々の役割
である。特に医療訴訟においては,平 等かつ公平












「口唇 ・舌感覚異常診査 プロ トコール」による統
一 した評価が行えるようになった。




度 を記録 させ る。次いで客観的な評価ではSW知
覚テスター,二 点識別(閾)検 査(以 下2PD),







をスコア化 して評価する。図1に は下唇 ・オ トガ
イ部の検査部位を示す。
　SW知覚テスターはFreyの触毛をナイロンモ ノ
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